
日本土壌微生物学会
2022年度 市民公開シンポジウム

持続可能な食糧システムの構築

- 土壌微生物学的アプローチ -

日本土壌微生物学会では，市民の皆様に，土壌に棲む微生物を知り，理解を深めてい

ただくことを目的として，市民公開シンポジウムを開催しています。2022年度は，「みどりの

食料システム戦略」（食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実

現する戦略）が農林水産省で策定されたことを受けて，上記のテーマでシンポジウムを開催

することにいたしました。皆様のお申し込みをお待ちいたしております。

日時： 2022年6月19日（日）14:00～16:00
開催方法： Zoomによるオンライン開催（接続方法は申込者に連絡します）

参加費： 無料
申込方法： 電子メールで，6月13日（月）までに，

soilmicro2022@agri.kagoshima-u.ac.jpまで
以下の情報①～③をご連絡ください。
①氏名，②連絡先 (メールアドレス)，③職業（農家，教員，会社員等）

*参加申込受付者には，オンライン接続先（Zoomアドレス）を連絡します。
*定員に達し次第締め切らせていただきます。

（講演１）
「土壌微生物の力を活用した土壌還元消毒法」

門馬 法明（園芸植物育種研究所）

（講演２）
「緑肥を利用した減肥・土づくりとそれに役立つ土壌微生物の働き」

唐澤 敏彦（農研機構）

（講演３）
「土壌由来の温室効果ガス削減に向けた市民科学による微生物探索」

大久保 智司・青木 裕一（東北大学大学院）

問合せ先 日本土壌微生物学会事務局
dobishizu@gmail.com背景：土壌還元消毒の様子（門馬法明氏提供）


